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　根室本線対策協議会では、これまでも鉄路の維持存続を訴え、この間、住民利用、観光利用、貨物輸送の観点で必要性の議論をすすめてきました。あらためて、地域のみなさんと一体となって公共交通のあり方を考えるべく鉄道フォーラムを開催します。


　つきましては、北海道教育大学 教員養成課程言語社会教育専攻社会科 准教授 武田 泉氏をお招きして講演をいただきますので、皆さまのご参加をお待ちしております。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　





ＪＲとバスでの行程（案）


◆滝川方面からの参加者


【行き】9：42滝川発⇒9：58赤平発⇒10：15芦別発⇒11：15富良野発　　


⇒12：13幾寅着⇒徒歩（16分）で会場まで移動�【帰り】14：35会場（徒歩16分）⇒14：57幾寅発⇒15：53富良野発


⇒16：23芦別発⇒16：41赤平発⇒16：57滝川着


◆新得方面からの参加者


【行き】10：49新得発⇒11：48幾寅着⇒徒歩（16分）で会場まで移動【帰り】14：35会場（徒歩16分）⇒15：21幾寅発⇒16：21新得着





�





【講師の紹介】


・平成２９年１月に論文「北海道の鉄路は維持可能か-ＪＲ北海道の経営危


機と維持困難線区の公表から」を発表し、同年４月からＪＲ北海道研究会


に所属。


・平成２９年１０月に「各地域におけるＪＲ北海道の現状」と題して、北海道の鉄道再生と地域の発展を目指す全道シンポジウムで講演。


・平成３０年１１月、帯広市で開催された「ＪＲ根室本線の早期災害復旧と


路線維持を求める十勝集会」にて基調講演をされ、新得－富良野間の果た


す役割などを提案。





　 開　催　日　時 　平成３１年２月２２日（金）午後１時１０分～午後２時３０分


　 開　催　場　所 　南富良野町保健センターみなくる　大ホール（１階）


　（南富良野町字幾寅）


　 開　催　内　容 　講　演「根室本線（滝川～新得間）の鉄道輸送を考える（仮）」


              ≪講師：北海道教育大学 教員養成課程言語社会教育専攻社会科 准教授 武田 泉 氏≫


　


《フォーラム日程》


午前１２時５０分　開場


午後　１時１０分　開会


１時２０分　講演


２時２０分　質疑


２時３０分　閉会





≪参　加　申　込≫


裏面の参加申込書により２月１３日（水）までに根室本線対策協議会事務局（富良野市企画振興課）までＦＡＸ(0167-23-2121)かメール（kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp）にてお申し込みください。


★　定　員　２８０名（参加料無料）　※先着順で定員になり次第、受付を締め切ります。


★　お問い合わせは、根室本線対策協議会事務局【富良野市企画振興課内】(0167-39-2304





主　催：根室本線対策協議会


　　　（構成：滝川市・赤平市・芦別市・富良野市・南富良野町・新得町・占冠村）


後　援：北海道（上川総合振興局・十勝総合振興局・空知総合振興局）　　　　








